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対象コーパス

自由談話の主要テーマ 長さ（分:秒） 語数

1. 教育と若者 26.56 3474

2. トルコと観光 1 22.09 2517

3. トルコと観光 2 2.08 327

4. 男女関係 19.16 2992

5. 大学生活の困難 28.41 4591

6. 人類の起源 30.45 3948

7. 友人との雑談 24.41 2607

8. 生活全般の困難 10.18 1317

9. トルコの状況 8.43 1415

10. 映画・音楽・日常会話 21.00 2845

3h14m37s 26033

内容：トルコ語自由談話

録音場所：マルマラ大学（イスタンブール）

録音日時：2014年12月
補助金：科研B 多言語コーパスの構築と

言語教育への応用可能性
参加者：大学生あるいは高等教育の教員

トークン数：26033 tokens
録音時間：3時間14分37秒

ここではトークンは、空白で区切られた単位を表す。



分析結果



Discourse Markers 概観
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yani hani işte şey şimdi tabi evet

yani つまり, 言い換えると（言い換え）

hani ほら（記憶を促す）

işte ほら, つまり（指示・強調）

şey ええと, 何というか（ことばの置き換え）

şimdi 今, さて（話の切り替え）

tabi もちろん, 当然（確信・同意）

evet はい（肯定の返答）

917個のDM

yani と hani で全体の 71.6%



DMの全体像

yani つまり, 言い換えると（言い換え）

hani ほら（記憶を促す）

işte ほら, つまり（指示・強調）

şey ええと, 何というか（ことばの置き換え）

şimdi 今, さて（話の切り替え）

tabi もちろん, 当然（確信・同意）

evet はい（肯定の返答）



DMと機能



観察されたDM機能

継続 発話を継続する
導入 話題を導入する
確信 確信をもって述べる
感情 必須ではなく、何らかのニュアンスを伝える
拡張 話題を広げる
想起 話し手・話し相手に想起させる
置換 言い換える
指示 指し示す、呼びかける
同意 同意を示す
例示 例として述べる
修復 発話を言い直す
躊躇 ためらう、言いよどむ
確認 話し相手に確認する



DMと機能：全体像

青色：出現多数
黄色：出現あり

位置による特性と
機能による特性
が見られる



DMと出現位置



発話頭DM
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yani hani işte şey şimdi tabi evet

şimdi 今, さて（話の切り替え）

tabi もちろん, 当然（確信・同意）



発話中DM

yani つまり, 言い換えると（言い換え） hani ほら（記憶を促す） işte ほら, つまり（指示・強調）
şey ええと, 何というか（ことばを思いだす）



DM分析



DMと機能

şey ええと, 何というか

置換 (77%)：
DD67 onu şey olarak aldım hani şimdi doz(.) hristiyanlar # 
dediğimizde işte aklımıza hemen domuz eti gelir ya #
(TUFS_TR201401IS06)
DD67 それを、そういうものとして捉えました。つまり、今、
キリスト教徒と言うと、ほら、すぐに豚肉が頭に浮かぶでしょ
う

躊躇 (18%)：
CA59 or(a)daki yaşayan hristiyanlar şey bi(r) kere ortodoks 
mu çoğunluk çoğunluk olarak ya da katolik mi
(TUFS_TR201401IS06)
CA59 そこに住んでいるキリスト教徒は、ええと、まず、全
体として多数派は正教徒なのですか、それともカトリックなの
ですか



DMと機能

şimdi 今, さて

導入 (76%)：
HG34 - şimdi # unutkanlık var # ner(e)de kaldığımızı bi(r) 
hatırlatman lazım (TUFS_TR201401IS01)
HG34 今、忘れたので、どこまで話したか、ちょっと思い出
させてもらう必要があるね

感情 (12%)：
DD80- Antakya şimdi yani Türkiye Cumhuriyetine baya şey 
kuruluştan # sonradan eklendi (TUFS_TR201401IS06)
DD80 Antakya は、そのつまり、トルコ共和国に、かなり、
その、建国後に、後から加えられたんだ



DMと機能

hani ほら 

想起 (70%)：
AB10 ilk duyduğumda hani kadın kadın için kadınla yarış 
halinde kadın için hazırlanır (TUFS_TR201401IS04)
AB10 最初に聞いたとき、ほらその、女性は女性のために、
女性と競い合う形で、女性のために身支度をする、というこ
とだった

感情 (27%)：
CU38 - <evet> sadece bilim adamı olmak istermiş gibi hani
(TUFS_TR201401IS05)
CU38 ＜はい＞ ただ科学者になりたかっただけみたいに、
つまり



DMと機能

işte ほら, つまり

指示 (52%)：
ÖG19 sonradan iyileştiğinde işte ‘ben hani bi(r) insana 
yapılabil(e)cek kadar ilaç verdim (TUFS_TR201401IS05)
ÖG19 その後、回復したときに、ほら、「僕は、その、
一人の人間に投与できるだけの薬を与えました」と言っ
たんだ

例示 (39%)：
AB19 ikisi de üstü çıplak şekilde yatıyo(rlar) işte belden 
aşağısına havlu seriyo(r)lar (TUFS_TR201401IS04)
AB19 二人とも上半身裸の状態で横になっていて、つま
り、腰から下にはタオルをかけているんだ



DMと機能

yani つまり, 言い換えると

感情 (37%)：
AB6 onlar ne görüyo(rlar)sa onu söylüyo(r)lar yani
(TUFS_TR201401IS04)
AB6 彼らは見ているものを、そのまま言っているんだ、その

拡張 (34%)：
HG51 hayvanlar da böyledir yani mesela onun yularını bi(r) çekiş şekli atın 
hangi hareketi alması gerektiğini ata hatırlatıyo(r)
(TUFS_TR201401IS01)
HG51 動物もそうなのです。つまり、たとえば、その手綱の引き方ひとつで、
馬がどの動作をすべきかを馬に思い出させるのです。

修復 (25%)：
AB12 onun o enerjisini o zevkini görmek de insanı memnun eder yani onun 
rahatladığını görmek de memnun eder (TUFS_TR201401IS04)
AB12 その人の熱量と、楽しさを見ることも、人を満足させます。つまり、
その人がリラックスしているのを見ることも、人を満足させるのです。



まとめ



分析まとめ

• yani と hani の頻度が多い（全体の71.6%)

• 現れる位置に特徴

発話頭 şimdi, tabi

発話中 61.5% でかなり頻繁

• DMの機能はDMごとに異なる

• ya、ya da、フィラーなどの分析

• 感情機能

• DM機能の分類はしばしば困難
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